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　このところダイバーシティ・マネジメント
に関するセミナーの依頼をよく受ける。
　ひとくちにダイバーシティといっても、ニ
ーズは文字どおり多様だ。女性の活躍推進支
援がメインとなることが多いが、育児・介護
への共同参画や当事者へのサポート、さらに
は性的少数者や障害をもつ人、外国人労働者
の差別なき受け入れなど、扱うテーマは個々
に深い。最近は民間企業だけでなく、自治体
での取り組みも急速に進んでいる。
　「日本一女性が働きやすい、働きがいのあ
る都市」の実現を旗印に職員の意識改革に取
り組んでいるのは横浜市。隣の川崎市では２
年後に開催される東京五輪のパラリンピック
に重点を置き、人々の意識と社会環境からバ
リアを取り除く活動を「かわさきパラムーブ
メント」と名づけ、先導役になっている。
　兵庫県宝塚市では、性的少数者の結婚を認
めるだけではなく市の職員互助会（事務局は
人材育成課）が祝儀を贈り支援している。
　こうした事例は人口が多い都市部に偏りが
ちだが、地方でも独自色を出して取り組んで
いるところは少なくない。本誌の１月号に「多
様な人材を求めて」と題してレポートされた
福井県越前市役所などもそのひとつ。
　元お笑い芸人やモデルなど、さまざまな地
域から社会人採用された職員の楽しい写真と
ともに仮想組織「ＩＪＵ（移住）課」のエピソ
ードなども紹介され、話題になった。
　ダイバーシティという言葉にふれるたび、
私は先の『グラン・トリノ』に想いを馳せる。
相手に対する偏見を捨て、まずはよく知ろう
と努めること。そこから予期せぬ展開に導か
れことは映画の中だけに限らないはずだ。

　先日、本誌の担当者２人とお会いした。課
長が新人の編集者を紹介するというので、
「はじめまして」の挨拶のあとスイーツを食
べながら映画の話などをした。
　私が取り上げたのはクリント・イーストウッ
ド監督の諸作品。御年87歳にしてなお精力的
な活動を続けている斯界のレジェンドだが、
かつて私はこの人が嫌いだった。監督になる
前に演じていた当たり役ダーティ・ハリーの
イメージが好みに合わず、「汚らしい俳優」
として敬遠していたのだ。
　還暦を過ぎてから『許されざる者』『ミリ
オンダラー・ベイビー』などでアカデミー監
督賞や作品賞を獲得し、名監督として歩み出
してからも長く無視していた。第一印象とは
こわいものである。
　その後たまたま彼の監督作をテレビで観て
印象が180度変わった。以来どの作品を観て
も完成度の高さにうならされるばかり。
　ということで、「先入観に囚われてはいけ
ませんね」などと反省の弁を口にした次第だ。
　「本田さんの一押しは何ですか？」と聞か
れ「『グラン・トリノ』です」と即答した。
　知る人ぞ知る名作だが、２人とも未鑑賞と
のことだったので、少しだけ説明した。
　イーストウッド演じるゴリゴリの偏屈じい
さんが、隣に引っ越してきたアジアの少数民
族の一家と友情を深めていく物語。はじめは
毛嫌いして思い切り悪態をついていたのだ
が、やがては自分の家族以上に親密になり、
さらには彼らのために衝撃的な献身を行う。
　決してハリウッド的な大作ではないものの
シンプルな物語の中に多くのメッセージがち
りばめられた珠玉作だ。

イーストウッド監督のNo.1は？

「ダイバーシティ」を尊ぶ心

見える関係づくり」に努め、発災当初のそれ
ぞれの役割を明確化し、日頃から避難訓練な
どを行うことで、災害時でも地域の中で互い
に連携し、対応できる体制を事前に構築して
おくというものです。
◆「熊本市震災記録誌」の発刊
　熊本地震の教訓を風化させずに次世代へと
つないでいくため、本市では、発災後１年間の
取り組みをまとめた「熊本市震災記録誌」を
発刊することとしました。
　本市は、約 130 年前の明治 22 年に、今回と
同じような震災に見舞われたのですが、当時
の教訓を今回の対応に生かすことができませ
んでした。その一方で、大変参考になったのは、
過去に災害を経験した自治体の報告書やアド

バイスの数々です。
　災害はいつ起きるか
わかりませんから、今
後も過去の災害や熊本
地震の教訓などをもと
に、様々な状況・被害
を想定した防災・減災
のまちづくりを進めて
いかなければなりま
せん。
◆明日を見据えた復興へ
　熊本地震の発災から２年――未だ約１万世帯の
方々が仮設住宅等に入居されている中、本市では、
一日も早く全ての被災者が安全・安心な暮らしを
取り戻せるよう、国内外から多くの支援をいただ
きながら復興に取り組んでいます。
　熊本城の復旧も本格的に動き出しました。圧巻
の大天守閣は、女子ハンドボール世界選手権やラ
グビーワールドカップの開催が予定されている
2019 年の外観復旧を目指しています。熊本城全
体の復旧には 20 年もの年月が必要ですが、一方
で、復旧していく過程は「今しか見られない」貴
重な姿として、皆様に長くご覧いただけます。
　復興はまだ道半ば。熊本城を復興のシンボルに、
震災前よりさらに力強い熊本市を目指し、これ
からも全力で取り組んでまいります。

◆熊本地震の衝撃
　「ドーン」という、突き上げるような揺れでした。
平成28年４月に発生した熊本地震は、本市の広
い範囲で家屋の倒壊や宅地の液状化を引き起こし、
今年の大河ドラマ「西郷どん」で西南戦争の舞台と
なる名城・熊本城にも甚大な被害をもたらしました。
　本市では震災以前から、想定される災害の規模
や被害、発災時の対応等をまとめた「地域防災計
画」を策定していました。しかし、約５万８千人
と想定していた避難者が、熊本地震では市が把握
しているだけでも 11 万人を超えたうえ、支援物
資の受入体制が計画通りに整わないなど、様々な
課題が明らかになりました。
　市内全域が混乱し行政による支援の限界が浮き
彫りになった一方、避難所や地域では、協力して
炊き出しを行ったり、近所の高齢者等の安否確認
をしたりするなど、市民同士が互いに支え合い、
災害を乗り越えようとする姿がありました。
◆「校区防災連絡会」の設立
　「校区防災連絡会」は、こうした経験がもとと
なり始まった取り組みの一つです。メンバーは、
各小学校区の地域住民と避難所となる学校、その
地域在住の市職員等で構成し、発災時には迅速な
避難所の開設と円滑な運営を行うための「避難所
運営委員会」を避難所ごとに組織することとして
います。平常時から、地域・学校・行政の「顔の

が 街わ
が
動
き
116

熊本地震の教訓をつなぐ
――明日を見据えた復興へ

熊本市　政策局復興総室

復旧が進む熊本城天守閣

震災記録誌


